
第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

交通政策審議会陸上交通分科会

鉄道部会提言（平成20年6月）
「環境新時代を切り拓く、鉄道の未来像

～鉄道がつなぐ、エコフレンドリーな生活圏（「鉄道工コ生活圏」）の創造に向けて～」

1 次第 I 

I.最近の鉄道関係の答申・提言

II.今回の提言

①検討体制

②提言の全体概要

③安全で安定した鉄道輸送の実現

④新たな課題への調整を支えるための、

人・組織・産業の技術力の結集と情報

-1-



第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

| l．最近の鉄道関係の答申・提言

鉄道整備の促進策

需給調整規制の廃

鉄道整備の促進策を議論。 ！ l i ： →需給調整規制廃止後の技術規制のあり方

I 「21世戸醤芦悶悶：m；iま‘て」 1 

（運輸技循審議会答申 平成6年6月）
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I 「?：：出：：：：：芸ぼ脅腎 I 

術基準の性能規定化

＇ I 
道事業者の技術力に

じた合理的な技術規 I O~
の導入

故情報の収集・分析 I 
制の強化

I 

ll．今回の提言の検討体制 I 

5回開催

6回開催 ［ 小婁員長 ］ 

山内弘塵氏 ： 
t．＾必・・・'""ー．ヽ,......、̂・-．ーク・•、砂ヽ．．．．…巫· • • ・-ヽ・‘~•ご・—;.-.-.—．ー、ご・マ..ー・ゞ· ー・r·-.--—··ゲ•，'“・心·~•ヽぷ

8回開催
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1ー 提言の全体概要

ぬ 1|

1 交遍政肇響鵬会鉄道鶴会撮雷 目次 I 

第1章はじめに
第2章鉄道を取り巻く近年の経済社会環境の変化
,.「安全・安心」への意識の高まり

2 地球環境問題の深刻化
3．情報通信技術の発展
4 経済社会の成熟化に伴う、価値観やライフスタイルの多様化
5 本格的な少子高齢化の進展
6 地方の活性化と都市の魅力の向上の必要性

第3章今後の鉄道ネットワークの・サービスのあり方
1鉄道輸送の概況
2 鉄道ネットワーク・サービスの充実に向けた基本視点
3.今後の鉄道サービスのあり方
4.今後の幹線鉄道ネットワークのあり方
5.今後の都市鉄道ネットワークのあり方
6.今後の地方鉄道ネットワークのあり方
7.今後の貨物鉄道ネットワークのあり方
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1 交通政策審議会鉄道部会提言 目次 I 

第4章今後の鉄道技術・安全のあり方
1 ■ 基本的視点
2 安全で安定した鉄道輸送の実現
3.新技術の導入と技術開発のあり方
4.我が国の鉄道システムの海外展開と
国際貢献のあり方

5 新たな課題への挑戦を支えるための、
人纏組織繭産業の技術力の結集と情報の共有化

第5章終わりに

安全で安定した鉄道輸送の寓珊

口

第2節安全で安定した鉄道輸送の実現
ー鉄道運転事故の削減と輸送障害の影響の最小化に向けて一

1鉄道運転事故発生件数等の現状
2 施設の改良や利用者等との協力による事故防止対策
3.事故情報及びリスク情報の分析・活用
4 事故による被害の最小化
5 輸送障害による影響の最小化
6 事故調査の一層の充実強化
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- 『ー1:r:F研'1’T□:r:F・!tー 1マ；r-［！問!I:7'’’’’’’’’’’’’
0運転事故件数は、 0運転事故の内訳
近年、ほぼ横ばいで推移。 (850件程度） 踏切障害事故が約4割

人身障害事故が約5割

運転事故件数の推移 運転事故発生状況（平成18年度）

（運転事故件数）
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• 第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

暉の観定 I 

0事故防止対策を強力かつ着実に推進するこ じ
とにより、今後15年を目処として鉄道運転事故を

約3割削減する

0乗客の死亡者ゼロを目指して、鉄道事業者は＇ 贔
もとより、利用者や踏切通行者、沿線住民等を含；：
めた全ての人々が努力していくことが必要

L一 乗客の死亡者ゼロ・遍転事故約3割減少に向けて ］ 

利用者等の協力

／
 

踏切通行者等
利用者

の理解と協力

ヽ

ノ

取組 ・鉄道の利用規範などルールやマナーの確立
・交通安全教育など

協カ ・規範などに従った鉄道利用

事業者における取組 ・踏切保安設備等の充実
•安全設備等のあり方の統ーなど
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第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

1 乗客の死亡者ゼロ・運転事故約3割減少に向けて I 

鉄道事業者の対策

［ 事故防止対策 ］ 

（波及被害防止対策 ）

・ATSの機能向上
・運転士異常時停止装置の整備

など

｛ ・列車の不燃化・難燃化の推進
・サバイバルファクター など

｛・列車防護の自動化装置の開発
•長時間の駅間停車に伴う車内
疾病防止対策など

［ 影響軽減対策 ］ ｛・早期復旧対策・輸送影響対策など

1 インシテント等の把握と活用について I 

國への報告対象インシデント
・事故に準ずる扱い
・管理責任があり重い

軽微なインシデント
•国への報告対象外のインシデント
・事故につながるおそれは低い
•分析や活用の扱いは比較的軽い

ヒヤリハット、気がかり事象など
・インシデントよりも軽微なもの
・運転事故には直接つながらない
・膨大な件数が存在

インシデント等の把握と活用の改善のために報告等の仕組みが重要
〇各種記録装置 → 係員からの報告によらず把握可能な対象の拡大

→ 総合的分析に必要な基礎情報の把握を期待

0原因の特定や対策の検討には係員からの報告も重要
0積極的報告のためには、係員の安全意識向上や、報告に対する心理的障壁を下げることが重要
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|― ー ー インシデント等の把置と活屠の改讐の方向性 I 

国への報告対象インシデント ぷ：I
→ 

［◎情報を広く提供し、業界全体で検討、国の施策へ反映。 ］ 
l 

軽微なインシデント

◎発生させた各事業者において把握・分析すべき。
◎有用な対策の事例集などの集約加工された情報を、事業者団体や協議会等の
会合において共有化すべき。

ヒヤリハット、気がかり事象など

— 鉄道の更なる安全性向上

I 人・出i戸口溢忠：出はi$t有化 I 

第5節新たな課題への挑戦を支えるための、
人・組織・産業の技術力の結集と情報の共有化
一揺るぎなく進化し続ける鉄道技術体系の構築に向けて一

1．視野の広い技術者の育成
2 鉄道技術関係者全体としての技術力の

維持・継承とその発展
3.技術情報の共有
4.鉄道技術の明確化・体系化

-9-



］第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

I 施設の維持管理や計画的な機能更新のあり方 I 
0 種々の高度な施設等の高い安全性・安定性を維持し、さらに向上させるためには、 施設
等の適切な維持管理及び計画的な機能更新が不可欠。

鉄道は特有で多種多様な施設で

ドイツ

イタリア

フランス

スペイン

9る

100万キロ当たりの重大事故串(2002)

0 0.1 0.2 0.3 0.4 

これまでも、高い技術力により高度
な安全性・安定性を実現

l高度な安全性・安定性の維持向上には、施設の適切な維持管浬及び計画的な機熊更新が必要

1 鉄道ストックの現状 I 

0鉄道は明治5年以来130年以上の歴史がある。
0全体として開業後概ね70年以上経過しているものが多くを占めている。

線路延長(km)

!000 70年以上

1OOO 

゜135.. lli" 枷V 60" 35" 10 .. 
経過年数
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1 鉄道事業者の職員数の推移（輸送量と職員数） I 

0 JR及び大手民鉄の職員数は、およそ20年間で約3割減少しており、鉄道事業者が本来保有すべ
き技術力が確保されているか。

職員数（人・棒グラフ） JR各社及び大手民鉄※の職員数・輸送量の推移 輸送量（千人キロ・折織）
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JR輸送量

民鉄輸送量
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データは鉄道統計年報による

［―- 鉄道事業者の職員数の推移(JR、ー大手民鉄 職員数） ＿ 1 

〇現業、特に車両、電気、工務、駅職員部門で職員数が激減しており、機械化・外注化が進む一方、
鉄道事業者が本来保有すべき技術力の継承が困難となっていないか。
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.會mn冗Tmmi置沼罰m~·7-
地方中小民鉄 1社あたり平均
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◆特に、地方の中小民鉄においては、車両・

電気・エ務（土木・保線）分野の現業職員
数が1ケタであり、 999999ダ職員が9999999分野の全て

の技行に精通する必要がある。

◆異常時等において、一定の職員に負担が

集中するおそれがある。

｛ 
r-----------...9...-..... •--••• --・ •- -..... --、L 速やかな若手職員への I 

技術力継承が不可欠 I 
-母----←．．．．．． ． •.•-- • -• •--•--. •. . --.. • -•-----木ぐ．．．．；- ]し マー[.l-[ [ _ ]j  

※旅客の地壕輸送を主として行う鉄道繰（大都巾嵩速鉄道、観光鉄道を除く）

1 鉄道事業におけるアウトソーシングのあり方 I 
0 より技術力の高いグループ会社等へ各業務を委託し、安全度を高めつつ、業務・人事の合理化を
図るようなアウトソーシングを推進しても良いのではないか。

： ァウトソーシングによる業務・人員の合理化（参考事例） ］ 
◆委託業務

駅運営業務・車両保守業務・保線関係業務・電気関係業務・人事経理業務についてグループ会社が運営。

◆技術部門に襲するアウトソーシングによる人員の変遷

車両

電気

工務

駅職員・乗務員

・」口。

業

道

営

索

案鋼

20 40 60 80 100 
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[ ＿ ー 問 題意鵬

［若手技術系職員の減少

［団塊世代（熟練職員）の大量退職
、

'

［工事量の減少と外注化による現場経験の減少 ］ 

［機械化や事故の減少による技術継承機会の減少］

近い将来、技術継承に必要なキャリアパスが維持できず、技術力を維

持・継承するために最小限必要な規模（「ミニマム・マス」）を下回
り、技術力を有する技術者集団の育成・維持が困難となる事業者
も・・・

1 鉄道事業に必璽な技綱とその編承のあり方 I 

【鉄道事業に必要な技術管理能力】

安全運行のためには他技術部門との調整など
分野横断的で総合的な技術管理能力を有する人材が不可欠

技術管理

電気
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1 鉄道事露に必璽な技綱とその編承のあり方 I 

【技術継承に必要なキャリアパス】

技術継承のためには、
それぞれの技術分野毎に適切なキャリアパスを維持することが不可欠

事業者B 事業者C
一
の

現状では、事業者内、或いはグループ会 別会社との人事交流が途絶える
社と一体でキャリアパスを維持 と、事業者に技術者が育たない

↑↑ I 「 I i.,f:::『1?:!r-F1::7r•！日「！！：1：'’’’!'’l

ヽ

作りについても検討が必要
総体として適切に管

t:,t.f 

専門会社（大手事業者の子会社、メーカーなど）における必要な技術
カの育成・維持

鉄道事業者と受託会社との業務分担や責任の明確化（技術管理能力
の所在や異常時の体制など）
i l 

i I安全な運行のための技術水準や事業継続性の確保
※将来的な鉄道事業者間の協調や外注先の共有化も視野に入れつつ検討
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1 鉄道妓籍の明璽化・体稟化 I 

技術の継承

「暗黙知」（勘と経験で身につく知識）

・個別の鉄道技術の明確化や分野横断的

な鉄道技術の体系化が遅れてきた

再鳴簗

「形式知化」（明確化・体系化）
~・・ヽ-・~~ 、ヽ・し ・:~ ~‘‘・,~・ 

・個別技術を明確化

・個別技術を総合したシステム全体の技
術について具体的に体系化
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